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次
は
、
審
議
結
果
・
賛
否
一
覧
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

常任委員会の審査 常任委員会の審査委員長からの審査結果報告をもとに、「議員の質疑→行政側の答弁」の順に掲載しています。

　
請
願
は
、
市
民
等
が
議
会

に
対
し
、
意
見
や
要
望
を
直

接
伝
え
る
も
の
で
す
。
今
定

例
会
で
は
、
１
件
の
請
願
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
を

前
に
、
み
ら
い
が
反
対
討
論

を
、
市
民
ク
ラ
ブ
が
賛
成
討

論
を
行
い
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

該
当
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
公
の
施
設
の
再
配
置
に
つ

い
て
、
市
民
の
納
得
を
得

る
説
明
努
力
を
尽
く
す
こ

と
を
求
め
る
請
願

　長い海岸線を有する当市にとっ
て、北朝鮮による拉致事件の発生
は、住民の安全・安心な生活を送
る権利を侵す重大な脅威である。
拉致被害者自身やその家族が高齢
化している状況を鑑み、事件解決
には一刻の猶予もないことから、
北朝鮮による拉致被害者及び特定
失踪者全員の早期帰国及び真相の
究明に向け、国際情勢を踏まえ、
時機を逸することなく、全力で取
り組むことを強く要望する。

意
見
書
は
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
庁
に
対
し
、

議
会
の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。

問
／
大
潟
町
中
学
校
屋
外
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
設
備
の

供
用
廃
止
に
つ
い
て
、
利
用
者

か
ら
は
ど
の
よ
う
な
反
応
が

あ
っ
た
の
か
。

答
／
定
期
的
に
利
用
し
て
い

た
２
つ
の
団
体
に
は
令
和
元

年
度
の
夏
か
ら
伝
え
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
テ
ニ
ス
を
す
る
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
大
潟
町

中
学
校
の
体
育
館
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
整
備
し
た

こ
と
や
、
照
明
設
備
の
維
持
管

理
に
年
間
１
０
０
万
円
の
経

費
が
か
か
る
こ
と
な
ど
を
説

明
し
、
廃
止
も
や
む
な
し
と
の

返
事
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
必
要
に
応
じ
て
話

し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
き

た
い
。

問
／
高
田
城
址
公
園
観
桜
会

や
上
越
ま
つ
り
、
謙
信
公
祭

な
ど
の
移
動
露
店
の
出
店
手

数
料
を
日
額
３
０
０
円
以
内

と
し
た
根
拠
は
何
か
。

答
／
手
数
料
の
内
訳
は
、
電

気
・
水
道
工
事
費
や
人
件
費

の
ほ
か
、
電
気
・
水
道
費
等

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
あ

る
。
平
成
25
年
度
に
は
、
市

と
出
店
者
の
負
担
が
50
％
ず

つ
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
度
は

市
の
負
担
が
70
％
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
、
50
％
ず
つ
に

な
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ

る
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
設
備

供
用
廃
止
の
反
応
は
？

■所管事務調査（上越市学校施設
　長寿命化計画の策定について）

■
上
越
市
使
用
料
の
徴
収
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問
／
第
三
セ
ク
タ
ー
を
廃
止
す

る
場
合
は
、
事
前
に
説
明
が
あ

る
の
か
。

答
／
民
営
化
す
る
場
合
は
相

手
方
も
あ
る
の
で
慎
重
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
が
、
時
期
を
捉
え
て
説
明
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の

今
後
の
方
向
性
は
？

観
桜
会
な
ど
の
移
動
露
店

出
店
手
数
料
の
根
拠
は
？

■
所
管
事
務
調
査（
産
業
観
光

交
流
部
が
所
管
す
る
第
三
セ

ク
タ
ー
等
の
経
営
健
全
化
の

推
進
に
つ
い
て
）

■
上
越
市
露
店
市
場
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

学校施設における
改修や統廃合の方向性は

学校施設の総合的かつ計画的な管理
により、教育環境の維持・向上やコス
トの縮減・平準化を図り、適切な維持
管理を行いながら、長寿命化を推進
します。

商
工
業
、観
光
業
な
ど
に
関
す
る
経
済
施
策
や
、

小
中
学
校
に
関
す
る
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

上越市学校施設長寿命化計画

問
／
本
計
画
が
国
の
採
択
を

受
け
た
後
、施
設
の
改
修
や
統

廃
合
が
議
論
さ
れ
る
と
思
う

が
、今
後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

答
／
実
施
計
画
は
、今
後
10

年
間
の
各
施
設
の
必
要
な
改

修
工
事
を
把
握
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
き
、各
学
校
の
建

築
時
期
を
見
な
が
ら
必
要
な

改
修
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

そ
こ
に
統
廃
合
や
児
童
減
少
、

国
庫
補
助
の
状
況
な
ど
を
勘

案
し
、当
初
予
算
の
中
で
示
し

て
い
く
流
れ
と
な
る
。

文教
経済注目！

全会一致で可決し、議会の意思として国会・関係行政庁に提出しました。
詳細は、右のＱＲコードから該当ページをご覧ください。

■拉致事件の早期解決を求める
　意見書

　激甚化・頻発化する自然災害に
対応するための防災・減災対策や、
インフラ施設の老朽化対策を重点
的かつ継続的に実施できるよう､
｢防災・減災、国土強靱化のための
３か年緊急対策」の終了後も引き
続き必要な予算を確保するととも
に、地方財政措置の拡充などによ
る更なる負担軽減を図るなど、防
災・減災、国土強靱化対策の充
実・強化を推進するよう強く要望
する。

■「防災・減災、国土強靱化対策」
　の継続的な推進を求める意見書

大潟町中学校屋外テニスコートの照明
設備は、令和３年４月１日に供用廃止

討論･採決定例会最終日の12月14日に議案に対して賛成か反対かの意見を表明
する討論が、11月30日と12月14日に議案の採決が行われました。

市
長
提
出
議
案
に
対
す
る
討
論

-
 

反
対
の
立
場
で -

〈 

日
本
共
産
党
議
員
団 

〉

　
介
護
保
険
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に

つ
い
て
、そ
の
前
提
で
あ
る
介
護
保
険
制
度
の

改
正
で
は
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
被
保

険
者
の
対
象
を
拡
大
し
、要
支
援
の
人
だ
け
で

な
く
要
介
護
の
人
も
総
合
事
業
の
対
象
と
し

て
い
る
。サ
ー
ビ
ス
を
総
合
事
業
に
留
め
る
こ

と
を
可
能
に
し
、要
介
護
者
の
保
険
給
付
外
し

に
も
な
り
か
ね
な
い
重
大
な
改
正
を
前
提
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、介
護
保
険
事
務
処
理
シ

ス
テ
ム
改
修
に
係
る
議
案
２
件
に
反
対
す
る
。

請
願
を
不
採
択

意
見
書
を
可
決


